
当第３四半期
（累計）

前第３四半期
（累計）

売上債権や投資有価証券の増加などにより、前期末比
29％増となりました。
　たな卸資産　　　1,311億円（前期末比 ＋18％）
　投資有価証券　1,056億円（前期末比　＋46％）
（内、関係会社株式 476億円（前期末比 ＋247％））

主な要因
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特 別 損 失
営業外収益は為替差益の発生の他、受取利息や受取
配当金の増加などにより、64％の増加となりまし
た。
営業外費用は持分法投資損失や支払利息の増加など
により、47％の増加となりました。
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　(その他の包括利益累計額)163
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前期末本年度第３四半期決算は、鋼材や金属資源の価格が前年同期に比べ高い水準にあったことなどにより、売上高は前年
同期比19％増の１兆3,065億円となりました。また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、金属原料事業の営業利
益増加に加えて、前年同期の為替差損が差益に転じたことなどから、前年同期比21％増の117億円となりました。
中間配当は12月に10円を実施、期末配当は50円（※2017年10月１日実施の５株を１株にする株式併合に伴う10円予想の表示
変更）を予定しております。
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主な要因

2018年３月期 第３四半期決算の概要
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2,985 （売上高）
前年度後半から上昇傾向に転じた鋼材や金属資源の
価格水準が前年同期に比べ高いレベルにあったこと
から、前年同期比19％の増加となりました。 純 資 産

1,673 

　(グロス有利子負債)

15% 

前年同期比で約39億円の増加となり、その内、新規
連結した子会社の影響は約15億円でした。
また、人件費は約15億円（内、新規連結子会社分約
６億円）の増加となりました。
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【売上高推移】 【四半期業績推移】

【親会社株主に帰属する当期純利益推移】 【有利子負債推移】
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阪和興業株式会社

（総資産）

増減率

 2018年３月期 第３四半期連結決算ハイライト 
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2,312 
仕入債務や長短借入金の増加などにより、前期末比
33％増となりました。有利子負債も約36％増加し、
ネットDERは1.6倍となりました。
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セグメント損益(経常損益)

前第３四半期
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石油 ･化成品

鉄 鋼

（純資産）
日本南ア・クロムの非支配株主持分が増加したこと
や四半期純利益からの積み上がりなどにより、前期
末比15％増となりました。
自己資本比率は、前期末比△4.1ポイントの20.4％と
なりました。
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炭酸リチウム製造のBacanora Mineralsへ出資
クロム鉱石採掘、フェロクロム製造のSamancor Chrome Holdingsに追加出資
コンクリート二次製品向け特殊金具製造業のジャパンライフを子会社化

海外販売子会社

報告セグメント計
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289.14円 

増減率

売  上  高

増減率 当第３四半期

特別利益は関係会社の事業整理に伴う損失が想定よ
り少なかったことから、過年度の引当金の戻り益を
計上しました。
特別損失は譲渡した子会社の出資金について、評価
損を計上しました。

28 

当第３四半期 前第３四半期

1,627 1,245 31% 6 

(鉄鋼)
鋼材需要は回復基調を維持。原料高と需給のタイト
化による鋼材価格の上昇により増収に、紐付き取引
中心に利幅が拡大し、増益となりました。
(金属原料)
合金鉄価格の上昇とステンレス母材、合金鉄の拡販
などにより増収に、損益面では販売益の増加に加え
前期赤字の昭和メタルの損益回復も寄与しました。
(非鉄金属)
国際価格上昇や銅スクラップの販売増により収益は
増加、前年同期の為替差損が差益に転換したことも
増益に寄与しました。
(食品)
海外産地の低調な水揚げや在庫減少による価格上昇
と堅調な販売により増収となったものの、仕入コス
ト上昇による利幅の縮小から減益になりました。
(石油・化成品)
製品価格は緩やかに上昇も、スポット取引の大幅な
減少により減収に、前年同期に高採算だった輸入日
用雑貨品の利幅縮小により、減益となりました。
(海外販売子会社)
シンガポールでの舶用石油やタイ・シンガポールで
のスクラップ拡販、インドネシア･中国･北米での鋼
材販売増が収益を押し上げました。
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